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3/5--;-l = 3/5 
3/5--;-5=3/2 5 
ちょっ といい。全部わり算になってる。
3/5-;-口になってるから，それに当ては
めてしたらいい。
誹題1を終えた後， 子どもたちに「 1あたりは，何
算で求められますか。」という問いを投げかけた。子
どもたちは，迷わず 「かけ算」 「足し算」という声が
返ってきた。単位量を既習している 6年生ですら 「1
あたり」という言葉に反応する者はいなかった。課題
2を提示したとき，子どもたちは初めて比較量である
小数や分数を意識し始めた。勿論初めから小数や分
数として提示してもそれらの値に着目することはでき
たであろうが，既習を想起して類推的に思考すること
はさらに難しくなったであろ うと考える。
しん
ゆい
ゆうじ
さく ら
4. 成果と課題
子どもたちは，既習の学習を活用して本時の課類と
関連づけて類推的に思考したり，数字を置き換え課題
場面を的確につかんだりすることで解決の糸口を見つ
け課題解決に向かう ことができた。しかし，それだけで
は子どもたち自身が課題場面を比較して整理し，共通
点を見つけ，一般化を図ることは難しかったと考える。
そこで， 課題把握の場面では，具体物を活用し，課
題場面を具体物を用い事象を再現することにより子ど
もたちの思考を確かなものにするように試みた。この
ことは， 一定の成果を感じとることができた。
今後も，子どもたちが自分の言葉で話し合い，解決
の方法や手順を言葉や図等で書き表し，それぞれの思
考をつなぎ合うことで確かな学びへと向かうことがで
きるよう今後も研究を深めていきたいと考えている。
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